
　
介
護
の
日
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
る
方
と
家
族
や
介
護
に
携

わ
る
方
々
を
支
援
し
、
地
域
の
支
え

合
い
な
ど
を
促
進
す
る
た
め
に
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
﹁
介
護
の

日
﹂
に
ち
な
み
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※
主
催
…
あ
き
る
野
市
、
高
齢
者
は

　
つ
ら
つ
セ
ン
タ
ー
・
五
日
市
は
つ

　
ら
つ
セ
ン
タ
ー
、
あ
き
る
野
市
介

　
護
事
業
者
連
絡
協
議
会

▽
日
時
　
11
月
10
日
㈫
〜
13
日
㈮
　

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
︵
10
日
は

　
午
後
１
時
か
ら
、
13
日
は
午
後
３

　
時
ま
で
︶

▽
場
所
　
市
役
所
１
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　
ィ
ホ
ー
ル

▽
内
容
　
市
内
の
介
護
事
業
者
に
よ

　
る
介
護
相
談
、
通
所
介
護
事
業
所

　
の
利
用
者
の
作
品
の
展
示
な
ど
を

▽
日
時
　
11
月
14
日
㈯
　
午
前
９
時

　
〜
午
後
４
時

▽
場
所
　
秋
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
　
市
内
の
介
護
事
業
者
に
よ

　
る
介
護
相
談
、
通
所
介
護
事
業
所

　
の
利
用
者
の
作
品
や
福
祉
用
具
の

　
展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
　
11
月
14
日
㈯
　
午
前
10
時

　
30
分
〜
正
午

▽
場
所
　
秋
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
の
記

　
者
が
自
身
の
取
材
経
験
を
基
に
現

　
状
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

▽
講
師
　
津
武
圭
介
さ
ん
︵
Ｎ
Ｈ
Ｋ

　
社
会
部
記
者
︶

▽
定
員
　
１
０
０
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
申
込
み
方
法
　
11
月
２
日
㈪
午
前

　
８
時
30
分
か
ら
電
話
で
申
し
込
ん

　
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
あ
き
る
野
市

　
社
会
福
祉
協
議
会
［
社
協
ケ
ア
セ

　
ン
タ
ー
︵
☎
５
５
９
・
６
５
７

　
４
︶
］

　
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は
、
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
初
め
て
の
方
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

※
受
付
時
間
…
平
日
午
前
９
時
〜
午

　
後
５
時

▽
日
時
　
11
月
18
日
㈬
　
午
後
１
時

▽
日
時
　
11
月
27
日
㈮
　
午
後
1
時

　
30
分
〜
３
時

▽
場
所
　
あ
き
る
野
ル
ピ
ア
３
階
産

　
業
情
報
研
修
室

▽
内
容
　
う
ま
く
か
む
こ
と
が
で
き

　
な
い
な
ど
、
状
態
に
合
わ
せ
た
食

　
材
や
食
事
形
態
、
食
事
の
姿
勢
な

　
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

▽
講
師
　
管
理
栄
養
士
・
介
護
福
祉

　
士

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

▽
定
員
　
30
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
申
込
み
方
法
　
11
月
２
日
㈪
午
前

　
８
時
30
分
か
ら
電
話
で
申
し
込
ん

　
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

　
ー
和
敬
園
︵
☎
５
５
８
・
７
０
１

　
２
︶

▽
問
合
せ
　
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者

　
支
援
係

▽
日
時
　
11
月
〜
４
月
の
毎
月
第
３

　
木
曜
日
︵
全
６
回
︶
　
午
後
１
時

　
30
分
〜
３
時

▽
場
所
　
開
戸
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
　
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
で
季
節
の

　
お
花
を
作
り
、
素
敵
な
小
物
に
ア

　
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

▽
講
師
　
吉
田
房
子
さ
ん

▽
定
員
　
10
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
費
用
　
１
回
５
０
０
円
︵
材
料
費

　
別
︶

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
開
戸
セ
ン
タ

　
ー
︵
☎
５
５
０
・
２
７
５
５
︶

　
30
分
〜
２
時
30
分

▽
場
所
　
五
日
市
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
　
歌
謡
曲
、
芸
者
踊
り
、
股

　
旅
踊
り
な
ど
、
楽
し
い
時
間
を
お

　
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

▽
講
師
　
中
条
か
お
る
一
座

▽
定
員
　
20
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
費
用
　
５
０
０
円

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
五
日
市
セ
ン

　
タ
ー
︵
☎
５
３
３
・
０
３
３
０
︶

▽
日
時
　
11
月
27
日
㈮
　
午
後
１
時

　
〜
４
時

▽
場
所
　
萩
野
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
　
革
の
根
付
を
２
個
作
り
ま

　
す
︵
干
支
の
柄
も
あ
り
ま
す
︶
。

▽
講
師
　
岩
城
美
子
さ
ん
、
小
沼
ふ

　
さ
子
さ
ん

▽
定
員
　
10
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
費
用
　
５
０
０
円
︵
材
料
費
別
︶

▽
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
萩
野
セ
ン
タ

　
ー
︵
☎
５
５
０
・
２
７
２
２
︶

　
認
知
症
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識

を
習
得
し
、
自
分
の
で
き
る
範
囲

で
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
支

援
す
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成

す
る
講
座
で
す
。
皆
さ
ん
、
こ
の
機

会
に
認
知
症
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

▽
日
時
　
12
月
３
日
㈭
　
午
後
２
時

　
〜
３
時
30
分

▽
場
所
　
五
日
市
地
域
交
流
セ
ン
タ

　
ー
２
階
第
４
・
５
・
６
会
議
室

▽
内
容
　
認
知
症
と
は
ど
う
い
う
も

　
の
か
、
認
知
症
の
症
状
、
支
援
方

　
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

▽
定
員
　
60
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
申
込
み
方
法
　
11
月
２
日
㈪
午
前

　
８
時
30
分
か
ら
電
話
で
申
し
込
ん

　
で
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
　
五
日
市
は
つ
ら
つ
セ
ン

　
タ
ー
︵
☎
５
６
９
・
８
１
０
８
︶

▽
問
合
せ
　
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者

▽
日
時
　
11
月
28
日
㈯
　
午
前
10
時

　
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

▽
場
所
　
萩
野
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
　
餃
子
を
作
り
ま
す
。

▽
講
師
　
地
域
活
動
栄
養
士
会
・
の

　
ら
ぼ
う
ず

▽
定
員
　
10
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
手
拭
き
用
タ
オ
ル

▽
費
用
　
８
０
０
円
︵
材
料
費
込

　
み
︶

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
萩
野
セ
ン
タ

　
ー
︵
☎
５
５
０
・
２
７
２
２
︶

　
支
援
係

　
財
産
や
遺
言
の
こ
と
な
ど
、
専
門

家
に
相
談
で
き
ま
す
。
ご
家
族
か
ら

の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
　

▽
日
時
　
11
月
13
日
㈮
　
午
後
２
時

　
〜
４
時
︵
１
人
40
分
︶

▽
場
所
　
市
役
所
１
階
市
民
相
談
室

▽
対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65

　
歳
以
上
の
方
と
そ
の
家
族

▽
定
員
　
３
人
︵
申
込
み
順
︶

▽
申
込
み
方
法
　
11
月
２
日
㈪
午
前

　
８
時
30
分
か
ら
電
話
で
申
し
込
ん

　
で
く
だ
さ
い
。

※
毎
月
実
施
す
る
市
民
相
談
で
も
相

　
談
を
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
︵
日

　
程
は
実
施
前
月
の
15
日
号
の
広
報

　
に
掲
載
︶
。

▽
予
約
・
問
合
せ
　
高
齢
者
は
つ
ら

　
つ
セ
ン
タ
ー
︵
☎
５
５
０
・
６
１

　
０
１
︶

（５）　平成27年（2015年）11月１日 あきる野市役所　☎（042）558－1111（代）

介
護
教
室
（
講
演
会
）
　

「
食
事
介
助
の
工
夫
・

む
せ
る
方
の
対
応
に
つ
い
て
」

11月11日は
　　「介護の日」　
いい日、いい日、毎日、
あったか
介護
ありがとう

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

高
齢
者
の
た
め
の

法
律
相
談
会
（
予
約
制
）

プ
レ
イ
ベ
ン
ト

講
演
会

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

出
か
け
ら
れ
る
街
づ
く
り
を
考
え
る

〜
Ｎ
Ｈ
Ｋ
記
者
の
取
材
か
ら
見
え
て

　
き
た
実
態
と
対
応
へ
の
ヒ
ン
ト
〜

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
講
座

中
条
か
お
る
一
座
・
夢
舞
台

革
工
芸
講
座

男
の
台
所

高
齢
者
げ
ん
き
応
援
事
業

　インフルエンザは、インフ

ルエンザウイルスに感染する

ことによって起こる病気で、

流行性があり、いったん流行

が始まると、短期間に多くの

人へ感染が広がります。

　38度以上の発熱、頭痛、関節痛、筋肉痛

など全身の症状が突然現れます。併せて普通

の風邪と同じように、喉の痛み、鼻汁、咳な

どの症状も見られます。子どもはまれに急性

脳症を、高齢の方や免疫力の低下している方

は肺炎を伴うなど、重症になることがありま

す。

○感染対策　主な感染経路は咳やくしゃみの

　際に口から発生される小さな水滴（飛沫）

　による飛沫感染です。飛沫を浴びないよう

　にすれば感染する機会は大きく減少します。

○咳、くしゃみのエチケット

・普段から咳、くしゃみを他の人に向けて発

　しない。

・咳、くしゃみが出るときはできるだけマス

　クをする。

・手のひらで咳、くしゃみを受け止めた時は

　すぐに手を洗う。

※飛沫感染対策ではマスクは重要ですが、感

　染者がマスクをする方が、感染を抑える効

　果は高いといわれています。

○外出後の手洗いなど　流水・せっけんによ

　る手洗いは手指など体についたインフルエ

　ンザウイルスを物理的に除去するために有

　効な方法です。インフルエンザウイルス

　は、アルコール製剤による手指衛生も効果

　があります。

○適度な湿度の保持　空気が乾燥すると、気

　道粘膜の防御機能が低下し、インフルエン

　ザにかかりやすくなります。特に乾燥しや

　すい室内では、加湿器などを使って適切な

　湿度（50～60㌫）を保つことも効果的で

　す。

○十分な休養とバランスの取れ

　た栄養摂取　体の抵抗力を高

　めるために、十分な休養とバ

　ランスの取れた栄養摂取を日

　ごろから心掛けましょう。

○人混みや繁華街への外出を控える　インフ

　ルエンザが流行してきたら、特に高齢の方

　や基礎疾患のある方、妊婦、疲労気味、睡

　眠不足の方は、人混みや繁華街への外出を

　控えましょう。やむを得ず人混みに入る可

　能性がある場合には、ある程度の飛沫など

　を防ぐことができる不織布製マスクを着用

　すると効果的です。

○問合せ　健康課予防推進係（直通５５８−

　１１９１）

「インフルエンザ」に
　　　　　　注意しましょう

「ノロウイルス」に
　　　　　　注意しましょう

　ノロウイルスによる感染性胃腸炎や食中毒

は、１年を通して発生していますが、例年

11月ごろから発生件数は増加し始め、12月

から翌年１月ごろまでが発生のピークになる

傾向があります。

　ノロウイルスは手指や食品などを介して、

経口で感染し、ヒトの腸管で増殖し、嘔吐、下

痢、腹痛などを起こします。健康な方は軽症

で回復しますが、子どもやお年寄りなどは重

症化したり、吐物を誤って気道に詰まらせて

死亡することがあります。

ノロウイルスはワクチンが

なく、治療は対症療法に限

られますので、感染予防を

心掛けましょう。

　予防の基本は、「きっち

り手洗い」と「しっかり加熱」調理前、食事

後、トイレの後には、せっけんを使い手洗い

しましょう。また、食品の調理は、中心温度

85度で１分以上加熱し、調理器具などの消

毒には次亜塩素酸ナトリウム（塩素系漂白

剤）が効果的です。

○問合せ　健康課予防推進係（直通５５８−

　１１９１）

　
行
い
ま
す
。


